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高
島
市
民
の
公
共
交
通
手
段
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

問
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
市
で

は
ど
の
よ
う
な
対
応
が
予
想
さ
れ

る
の
か
。

答
政
策
部
長

高
島
市
地
域
防
災
計
画
お
よ
び

災
害
時
参
集
職
員
体
制
表
に
基
づ

き
、
震
度
5
弱
で
災
害
警
戒
本
部

体
制
、
震
度
6
弱
以
上
で
災
害
対

策
本
部
体
制
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
段
階
で
対
象
と
な
る
職
員
が
参

集
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
被
害
が
大
き
く
、
市
職
員
の
み

で
十
分
な
応
急
対
応
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
国
や
県
、
近
隣
自
治

体
等
の
支
援
を
受
け
て
対
応
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
大
規
模
地

震
発
生
時
に
は
職
員
自
身
も
被
災

し
、
さ
ら
に
は
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
職
員
参
集

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
、

災
害
対
応
を
発
災
直
後
か
ら
十
分

に
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

問
共
助
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
強

化
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
政
策
部
長

災
害
対
応
は「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を

果
た
し
、
相
互
連
携
す
る
こ
と
に

よ
り
大
き
な
効
果
が
も
た
ら
さ
れ

ま
す
。「
公
助
」
の
実
施
に
は
時
間

を
要
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
災
害
発
生
時
の
初
動
期
に

お
い
て
は
、
被
災
者
自
ら
が
自
分

自
身
や
家
族
の
生
命
や
財
産
を
守

る
「
自
助
」、
隣
近
所
や
区
・
自
治

会
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
地
域
で

取
り
組
む
「
共
助
」
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
向
上
に
は
特
に

「
共
助
」
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
防
災
研
修
会
を
実
施
し

区
・
自
治
会
へ
の
出
前
講
座
を
開

催
す
る
ほ
か
、
様
々
な
機
会
を
と

ら
え
て
、
災
害
発
生
時
の
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
協
力
、

支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
多
く
の
市
民
に
対
し
て
共
助
の

大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
、
今
ま
で

以
上
に
連
携
・
協
力
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
危
機
管
理
監

高
島
市
災
害
ボ
ラ
テ
ィ
ア
活
動

連
絡
協
議
会
に
は
、
地
区
防
災
計

画
の
重
要
性
や
、
風
水
害
時
の
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
活
用
な
ど
今

ま
で
よ
り
幅
広
い
内
容
で
防
災
出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。「
共
助
」
の
大
切
さ
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
一
層
連
携
・

協
力
し
て
地
域
防
災
力
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

災害に強い高島市の
体制づくりについて

井上 佳郎 議員

地
域
の
防
災
力
向
上
の
為
、「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
特
に
「
共
助
」
の
取
組
み
を
強
化
し
ま
す

答
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
市
で
は

地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
市
で
は

ど
の
よ
う
な
対
応
が
予
想
さ
れ
る

ど
の
よ
う
な
対
応
が
予
想
さ
れ
る

の
か
の
か

問
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